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朝夕の冷たい空気、弱まってきた陽射し、日没の早さなど冬の足音は一歩一歩近づいてきています。秋晴

れの少ないこの時期、どのように過ごしていますか？ 芸術の秋・食欲の秋など、どんな秋を楽しんでいま

すか？ 秋晴れの日を楽しみながら、寒い冬に温もりのある暮らしをするために、少しずつ冬支度を始めま

しょう。                                     （看護師長会） 

「ワクワク？ ソワソワ？」 

3病棟 T 

ソサエティ5.0・・・。ＩＣＴ、５Ｇ、Ａ

Ｉ、Ｉｏｔ、ビッグデータ等よく耳にするよ

うになりました。随分と違う世の中になるこ

とが予測されているそうです。便利で快適な

暮らしにワクワクします。 

当然、医療にも新しい風がやって来るでし

ょう。音声入力も精度が向上し看護記録もそ

うなっていくのでしょうか？ 血圧や体温計

もＩｏｔ対応のものが増え、ベッドまでもが

そうなっているそうです。更に自動体位交換

の技術は向上し、看護師が行うより患者さん

への負担が少なく、睡眠や呼吸までも監視で

きる物が登場しています。ＡＩ搭載のロボッ

トが導入されれば、看護師との仕事の取り合

いになるかもしれません。そんな時代に看護

師はどのような事に特化していくべきでしょ

うか？ 

そう考えていくと、ソワソワしてしまいま

す。皆さんはどのような未来を想像しますか

？ ワクワクですか？ ソワソワですか？

 

 

 

「初めてだらけ」 
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１１月に妻の出産を控え、最近まで準備に

追われておりました。最初の子なので慣れな

いことばかりで何から手をつけていいか、何

を準備したらいいか、どんな心持ちでいるべ

きか、全てが手探りであり雑誌等とにらめっ

こしながら知識をつけているところです。 

さて、昔は父方の祖父が書いていた命名書、

最近では父が書くことが多くなり、もれなく

我々も自分たちで書こうと決めました。しか

し、問題は自分の字が汚いこと・・・。その

ため、このことが決まってから毎日字を書く

練習をしています。我が子の誕生までに少し

でも上達すればいいのですが・・・。早く生

まれて欲しいような、まだ時間が欲しいよう

な・・・。 

勝手なことを言って妻に怒られないよう、

この思いは胸にしまっておこうと思います。 

 

 初めての子。ワクワク・ドキドキ！ 

パパはどんな顔をして初対面するので

しょうか  

全国的に看護師不足と言われてい

ます。ロボットと働く時代が近いかも

しれません  


